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正三角形シリーズ３３ 

 

 下の図は２つの正三角形ＡＢＣとＤＥＦを組みあわせたものです。ＡＰ：ＰＱ：ＱＣ＝１４：７：９， 

ＤＱ：ＱＲ：ＲＦ＝１：１：２のとき，正三角形ＡＢＣとＤＥＦの面積の比を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

Die Grundlagen

der Arithmetik

für die Aufnahmeprüfung

受験算数の基礎

最難関問題 

Ａ 

Ｄ 

Ｂ Ｅ 

Ｃ 

Ｆ 

Ｐ Ｑ 

Ｒ 

 
７ ９ 14 

１ 

１ 

２ 



https://jukensansuu.org 

 

正三角形シリーズ３３ ２５：２８ 

 

三角形ＤＰＱとＣＲＱは，印をつけた角の大きさが等しいために相似形です。①：７＝９：①より， 

①×①＝７×９が成り立つので，①×①＝１×１×６３です。正三角形ＡＢＣとＤＥＦの面積の比は， 

（30×30）：（④×④） 

＝（１×１×９００）：（①×①×１６） 

＝（１×１×９００）：（１×１×６３×１６） 

＝９００：（６３×１６）＝２５：２８です。 
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